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B IM Speakers
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建物を構成する資機材、製品、部位などは、仕様、構成、コスト、修繕周期、LCA原単位など、様々な情報を持っています。それらの情報とBIMデータをつなぐ
ことにより、設計、積算、調達、施工、監理、維持保全・運用など、建築生産プロセスの様々な業務でDXが進むと期待されています。このデータ連携のキーとな
るのが分類体系です。様々なリソースで管理されている建物の情報やデータを構造的に仕分けすることで、それらを関連づけて処理しやすくなります。分類体
系を理解することで、BIMを中核としたDX、企業の壁を超えたデジタル連携、新しいビジネスを生み出す可能性を秘めています。このシンポジウムでは、日本
における分類体系の認識や取り組みの最前線について議論し、分類体系の意義、
ワークフロー改革の可能性、共通化に向けた課題などを議論します。
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＜第1部：学術研究発表＞

プログラム

PROGRAM

「建設情報分類体系とは」

志手 一哉
GBTRC副センター長 /芝浦工業大学教授

「わが国における仕様分類体系の
標準化についての一考察」

小笠原 正豊
東京電機大学教授

－「建築工事標準分類」「共通建築コードインデックス」を事例として－

田澤 周平
東洋大学准教授

「米国のBIMに関連する社会システム」
－UniFormatとMasterFormatを例に－

10 : 0 0～10 : 5 0 オープニング講演

＜第2部：実務に向けたディスカッション＞

蟹澤 宏剛
GBTRCセンター長 /芝浦工業大学教授

13 : 2 0～13 : 3 0 趣旨説明

「建築情報分類はいかにして
ビルディング・システムになるか」
－ISO120 06 -2 : 2 015、Uniclassの読解を中心に－

安藤 正雄
千葉大学名誉教授

13 : 3 0～13 : 5 0 基調講演

「効率的なサプライチェーンに寄与する
BIMモデルに付与するコード体系」

神谷 友里絵
野原グループ㈱ Bu i ldApp事業統括本部

「BIMサプライチェーンマネジメントに向けた
コード化の展開」

宮内尊彰、三上智大
大和ハウス工業（株）

14 : 0 0～16 : 0 0 企業による事例発表

16 : 0 0～17: 0 0 パネルディスカッション

KIEU TRI CUONG
芝浦工業大学大学院博士（後期）課程

「Uniclassを利用したBIMデータの
BOMへの展開」

「BIM-ECコンソーシアムとUniclass」

三上 賢司
スターツCAM（株）

「コストマネジメント視点での分類体系活用」

森谷靖彦、村瀬弘幸、須貝成芳
（公社）日本建築積算協会森田 心

芝浦工業大学大学院生

「英国建設産業政策における
教育訓練方策に関する研究」

一宮 蒼
芝浦工業大学大学院生

「BlenderBIMを利用したUniclassによる
IFCスキーマの細分化の検証」

11:0 0 ～ 12 :15 研究者＆学生による発表

12 :15～13 : 2 0 休憩

※プログラムは都合により変更になる場合があります。予めご了承ください。

モデレーター：志手 一哉

「いま、なぜ分類体系か」

登壇者：千葉大学名誉教授 安藤正雄、
 企業による事例発表者　他


